






【要約】ATL 多発地域の成人の HTLV-1 抗体陽性率が年齢が高いほど高値をとる現象の成

因を明らかにするために,沖縄の同一地域において経時的に採取された 10～30 代女性の

HTLV-1 抗体を測定し,出生年ごとの抗体陽性率を解析した。その結果,20 代と 30 代の女性

の抗体陽性率は採血時の年齢よりも出生コホートに強く影響されていることが明らかにな

った。“高い年齢ほど抗体陽性率が高い"のは,“高い年齢ほど出生コホートが古い"ことに

よると考えられる。一方,同一出生コホートでも 10 代と 20 代では抗体陽性率に差がみら

れたが,この小児と成人の抗体陽性率のギャップは,これまでの疫学情報では説明できない。


